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概要

近年,世 界各国で高齢化が進んでいる.日 本国内は他 国 と比較す ると高齢化 ・

少子化が進み深刻な超 高齢社会を迎えている.そ れ に伴 い,独 居 高齢者の割合

も増加 してい る.独 居高齢者の問題 として,家 でのコ ミュニケーシ ョンの頻度

が低 く,社 会 との接点が減少 していることがあげ られ る.ま た 日本 での うつ傾

向の割合 は中高年が もっとも頻度が高い と報告 されている.会 話 の減少は うつ

傾 向を引き起 こしやす くなる.予 防のためにも会話 を行 うことが重要な要素で

あると考え られる.
一方で

,先 行研究の ロボ ッ トは短期間の会話を想定 してお り,長 期間の利用

を想定 していない.ま た長期間のコ ミュニケー ションロボ ッ トであっても同 じ

会話の繰 り返 しになって しまい,雑 談時に個人に適 した返答や情報 を与 える こ

とができない.

この問題 を解決す るために音声対話 ロボ ッ トと雑談を行い,そ の結果である

雑談履歴 を解析す ることで,高 齢者 と音声対話 ロボ ッ トの 『雑談履歴』か ら特

徴 キーワー ドやユーザプロファイルの獲得を 目標 とする.

ロボ ッ トがユーザの話 しているカテ ゴ リを認識 し,会 話の流れ をコン トロー

ルす るために複数の特徴 キー ワー ドか ら成 り立っているカテ ゴ リが必要 である.

高齢者 との会話 は特定のテーマを定めた ものではなく,人 同士で よく行われて

いる雑談 とい う形 を用いて会話を行 う.

本研究の解析 として,音 声対話 ロボ ッ トが 自動的にお こな ったカテ ゴ リ付 け

結果を検証する.ま た,ユ ーザプ ロファイルの獲得に向け特徴 キー ワー ドが獲

得できるか検証す る.
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Abstract

Recently,thenumberofelderlypeopleincreasesallovertheworld.Japanhaslarge

numberofelderlypeopieandsmailnumberofchildrencomperetoothercountries,soit

isaserioussuperageingsociety.ThepercentageofelderlypeoPlelivingaloncisalso

increasingwiththat,'Decreaseofcommunicationatthehouse「'and'Decreaseof

contactwithsociety"areconsideredasaproblemofelderlypeopleIivingalone."The

middleandoldagearehighest.11isreportedthepercentageofthedepressedtendencyin

Japan.DecreaseofconΨersationtendstocausethedepressedtendency.The

ConversatiOnisarlimpOrtantelementf(〕rprevention.

Ontheotherhand,arobotoftheprecedingstudyassumesshorttermconversation

insteadoflongtermconversation.Evenalongcommunicationcanbedonebyarobot

byrepeatingthesameconversation.Andinachat,itcan'tgivesuitablereplyand

infbrmationtoanindMdua1.

Theresearchproposesachatwithachatrobottosolvethisproblem.Thedialogueof

theresultisa置1alyzed.Andtheresearchaimstogetthefeaturekeywordandtheuser

profilefromadialogueofelderlypersonwithachatrobot.Arobotrecognizesa

categoryoftileuser'schatcontents,andacategorywhichconsistsofthefeature

keywordlsneededtocontrolaflowofcorlversation.Theresearchhasdecidedtodo

T'conversation"usillg'fbrmofcllatwhichdoesnoth
aveanythemeascommunication

witharobot.

Asananalysisofthisresearch,acategoryassignmentresultwhichachatrobotdid

automaticallyisinspected.Andtllisresearchinspectswhetheritgetsthefeature

keywordtoacquiretheuserprofiIe.
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1.は じ め に

近年,日 本の総人 口に対 して65歳 以上の占める割合は増加傾 向にあ る.1956

年,国 際連合によ り高齢化率による分類が制定 され た.日 本では1970年 以降の

国税調査の結果,高 齢化率が年 々上昇 し,2007年 つい に最高基準の21%を 超 え

超高齢社会 となった,事 実,図1で 示す よ うに2011年 に内閣府が発表 したデー

タによると総人 口の12,780万 人に対 して65歳 以上の高齢者』の数 は2,975万 人で

あ り,総 人 口に対 し23.3%が 高齢者 となっている.ま た,近 年 日本 では少子化が

進 んでい ることは周知 の事実である.こ の事か らも分か るよ うに,今 後 日本の

総人 口は減少傾向 になってい く.し か しなが ら高齢化率 は上昇 して いき,2060

年頃には2.5人 に1人 が65歳 以上,か つ4人 に1人 が75歳 以上 となっていく.

その一方で,高 齢化は進 んでいるが在宅高齢者 の うち8割 は介護や支援 を必要

としない高齢者(以 下,元 気高齢者)で ある[II.また一方 で,独 居高齢者 の割合 も

年 々増加傾向にある.独 居高齢者 の問題 として,『 家でのコミュニケー シ ョンの

頻度が低 い』,『社会 との接点が減少 している』 ことがあげ られ る,ま た 日本 で

の うつ傾 向の割合 は中高年がもっとも頻度が高いと報告 され ている.会 話の減

少 は うつ傾 向を引き起 こ しやす くなるため予 防のためにも会話 を行 うことが重

要 な要素であると考 え られ る.
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ま た近年,美 術 館 や病 院 の受付 な ど様 々な場所 に音 声対 話 ロボ ッ トが置 いて あ

るが,そ れ らは あ らか じめユ ーザ に対 して発話 内容 が決 め られ て い る.ロ ボ ッ

トを用 いた 先行 研 究 で は,人 と共 存す る生活 支援 ロボ ッ トと して の 聞 き分 け ロ

ボ ッ ト,お 供 ロボ ッ ト(図2)を 用い た研 究12】【3】や,イ ンター フ ェー ス ロボ ッ トで

あ る東 芝製 のApriPocoを 用 いた コ ミュニケー シ ョンに よる高齢 者 向 けの対 話 イ

ン ター フ ェー スの提 案[4]【5](図3)などが行 われ てい る.

鰯 、『㌧

し 、』 り

図2聞 き分 け ロボ ッ ト(左)・ お供 ロボ ッ ト(右)【3](TOSHIBA)
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図3イ ン タ ー フ ェー ス ロ ボ ッ トApriPoco(TOSHIBA)14】
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また,言 語 に よ る違 い が会話 に与 え る影響 につい て調 査 した研 究16】や 会話 ロボ

ッ トの先行 研 究 と して,来 談 者 中心療法 用 の ロボ ッ トのELIZA【7】 やELIZAを も

とに して作 られ たALICE【8】 があ る.ま た,Singら は,ほ か の会話 シ ステ ムの調

査 ・比較 を行 っ てい る【91.

しか しこれ らの ロボ ッ トは短期 間 の会話 を想 定 してお り,長 期 間 の利 用 を想 定

してい ない.ま た従 来 は,長 期 間 の コ ミュニ ケー シ ョン ロボ ッ トで あ って も同

じ会話 の繰 り返 しにな っ て しまい,雑 談時 に個 人 に適 した返 答 を行 うこ とや 情

報 を提 供す る こ とが で きない.こ れ らの問題 を解 決す るた め にLeeら は,事 例

ベ ー ス の会話 シ ステ ム を提 案 し,天 気や テ レビの番組 紹 介 な どの様 な様 々 な状

況 に応 じて対 話 を行 うモデ ル の作 成 ・開発 を行 い,対 話 を行 った1101川.ま た,

Yangら は,協 調 フ ィル タ リン グを対 話 システ ム に用 い て システ ム の構 築 を行 っ

た1121.こ の システ ム構 築 の結果,ユ ー ザ の知 らない情 報推 薦 に有 効 で あ る こ と

が獲得 で き,更 に事例 べ 一 ス の対話 シス テ ムを用 い る こ とで,雑 談 に対 して有

効 で あ る こ とが獲 得 で きて い る【13】.

ユ ーザ プ ロフ ァイル ・特 徴 の獲 得 に関す る先 行研 究 には ,Twitterを 用 いて個

人 の特 徴抽 出 を行 う研 究[1411151,新 聞記 事 か らの記 事 ご との特徴 キー ワー ドを 自

動 的 に獲得 す る研 究f161が行 われ てい る.し か しTwitterを 用 いて行 われ て い る研

究 は,ユ ー ザ の 「今 」 の興 味や 特徴 を知 るた め に有益 で あ るが,長 期 間 の利 用

では ユー ザ の発 言 内容 に よ りユ ー ザ の興 味や 特徴 が 変化 し,長 期 間の 利 用 に適

して い ない こ とが 挙 げ られ て い る.ま た,新 聞記事 か らの 特徴 キー ワー ドを 自

動 的 に獲 得す る研 究 で は,新 聞の記 事 の トピ ック単位 で 獲 得 で き る文 章 ・キー

ワー ド自体 が あ る程度 ま とま って い るた め,人 同 士 の会 話 の よ うな キー ワー ド

発 見 が難 しくない.ま た,ユ ー ザ 間の対 話 か らユ ーザ プ ロフ ァイル を行 うも研

究【17】で は,ユ ・・一一・一ザ 間 の対 話 はチ ャ ッ ト形 式 で行 われ てい る.ユ ー ザ 同士 の 対話

か らユ ー ザ のプ ロ フ ァイル を抽 出す る こ とが 出来 て い るが,チ ャ ッ ト形 式 で 行

って い るた め,長 期 間の利 用 を 自宅 で行 うこ とが難 しい.ま た,対 話 か らの話

者 のプ ロフ ィー ル 自動獲 得118】な ども行 われ てい る.
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本研 究では,独 居高齢者 の問題 である 「家でのコ ミュニケー シ ョンの頻度が

低 い」に着 目し,ま た うつ傾向の予防で ある 「会話」を行 うことでこの問題 を

解決す ることに した.そ して本研究での 「会話」 はテーマ を定めたものではな

く,人 同士 が 日常的に行 う 「雑談」の形式を用いることに した.こ の問題 を解

決す るために,図4に 示す よ うに音声対話 ロボッ トと雑談を行 い,そ の結果で

あ る雑談履歴 を解析す ることで高齢者個人の雑談に出て くる趣味 ・趣向な どの

特徴的なキー ワー ドやその雑談か らどのよ うな内容の会話が良 くされ てい るの

か といったユーザプ ロファイルの獲得を行 うことに した.

雑談履歴

幽

図4高 齢者 と音声対話 ロボ ッ トの雑談 ・雑談履歴イメー ジ図

第2章 では,本 研究で用いているカテ ゴリの有効性の検証 を含 め,ユ ーザプ

ロファイルによる共起関係の獲得の有効性 を示す.さ らに第3章 では,音 声対

話 ロボ ッ トとの雑談履歴獲得実験を行 う.第4章 では,本 実験で用いた音声対

話 ロボ ッ トのカテ ゴリ付 けの検証を行 う.第5章 では,本 実験結果か ら実際 に

ユーザプ ロファイルを行 うために個人の特徴 となる特徴 キー ワー ドの獲得 を行

い,そ の有効性 を示す.
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2.ユ ー ザ プ ロ フ ァイル に よ る共 起 関係 獲 得

2.1カ テ ゴ リ 作 成[19]

本 研 究 の音 声 対話 ロボ ッ トは雑 談 をす るた め にそ の場 で獲 得 した 高齢 者 の雑

談 文 にカ テ ゴ リ付 けを行 ってい る.こ のカ テ ゴ リは昨 年 度 本研 究室 の野村 が 提

案 した もの を用 い て い る1191.ロ ボ ッ トの雑 談 に用 い るた め の定型 文 と して学 生

10名 に よ り313文 を作 成 した。 そ の313文 を学 生10名 で グル ー ピン グ し,18

種 類作 成 した.ま た,作 成 段 階で18種 類 に含 まれ なか った もの を19番 目と し

て 「そ の他 」 のカテ ゴ リを用 意 し分類 を行 った.表1に 作成 され た18カ テ ゴ リ

を示す.

表1作 成 したカテ ゴリお よびカテ ゴリ番号

1健 康 11ゲ ー ム

2環 境 12仕 事

3社 会 13メ デ ィ ア

4音 楽 14機 械

5イ ベ ン ト 15就 寝

6家 族 16掃 除

7洗 濯 17運 動

8フ ァ ッシ ョン 18料 理

9外 出 19そ の他

10食 事

5



2.2共 起 関係 の獲得 に向 けて

音 声対話 ロボ ッ トとの雑談を通 し,ユ ーザプ ロファイル を行 うことでユーザ

同士の共起関係 を見つけることが出来 るのではないか と考える.ま た作成 した

18カ テゴ リを用いて雑談履歴にカテゴ リ分けを行 うことで,カ テゴ リを用いた

分析 が有効であ ることの確認 を行 う.

2014年 の夏季(2014年6月 ～2014年7月)に 行 った実験 の雑談文にカテゴ リ付

けを行 った結果か らユーザプロファイルの獲得 を行 った.学 生2名 で実験期間

中の雑談文にカテ ゴ リ付 けを行った結果の代表 として,2名 の高齢者の結果を図

5に 示す.こ の結果か ら,「高齢者毎の話題の特徴が得 られ る」 ことが獲得でき

た.ま た,2名 の結果を見る と用意 したカテ ゴ リの1つ である 「食事」に関す る

話題 が多いことが分かる.こ の事か らこの2名 の被験者 が 「食事」の話題 に関

して共起の関係 にあることが考 えられ る.こ の事か ら,高 齢者 間で同カテゴ リ

に対 し興味があるか等,他 者 との共通点の発見を行 うことができ,共 起関係 に

向 けて雑談文にカテ ゴ リ分けを行 うことが有効であることが獲得 出来た.更 に

この事か ら,新 たな特徴 キー ワー ド集合間のマ ッチ ングを利用す る手法によ り

新たな共起関係 の獲得 を行 うことが可能である.
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3.音 声対話 ロボ ッ トと雑 談履歴 獲得 実験

本 実験 で実 際 に用 いた音 声 対話 ロボ ッ ト及 び使 用 機能 を図6に 示す.本 研 究

で の 「会 話 」 はテ ー マ を定 め た もので は な く,人 同士 が 日常 的 に行 う 「雑 談 」

の形 式 を用 い て い る.

本 雑 談 に 関す る実験 の被 験 者 は65歳 以 上の高齢 者10名 で あ り,実 験 は2014

年 度 の冬季 期 間(2014年12月 ～2015年3月)に 行 い,実 験 期間 は高 齢者1人 当た

り3～4週 間程度 行 った.本 研 究 の音声 対話 ロボ ッ トの システ ムは 昨年度 本研 究

室 の野村 が作成 した もの を用 いて行 って い るll91.実 験 の 開始 ・終 了は被 験者 の

意 思 で行 う形 式 を用 い て お り,音 声対 話 ロボ ッ トの挨 拶 か ら始 ま り,ロ ボ ッ ト

が聞 き取 った雑 談 の文 章 内 の単語 をキー ワー ドと して会 話 が継続 され て い く.

対 話 内容 は 「事前 に準備 してお いた 定型 文 ・対話 デー タベ ー ス(以 下,対 話DB)

内の 文 ・wikipediaか ら生成 した文 」の3種 類 で あ る.本 実験 の音 声認識 ソフ ト

は 「GoogleSpeechRecognitionAPIβ 版 」 であ る.

曜
「

㌧ii瓢

Android4.4Nexus5

[使 用 機 能 】

音}⊥ボ認 言哉,発 言舌

PockctWi-Fi

[使用機 能1

機器間接続,

イ ンター ネ ッ ト接続

L

Ubulltu

intel:DC32171YE

[イ吏J二H機台監…】

形 態 素 解 析,

返 答 生 成,音 声 合 成

図6音 声対話 ロボ ッ ト及 び使 用機 能【19】
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3.1雑 談 シ ス テ ム[19]

本実験で用 いた雑談システムのフローチャー トを図7に 示す.本 実験の音声

対話 ロボ ッ トは被験者であ る高齢者が実際に発話 した内容を聞 き取 った ものに

形態素解析 を行い,そ の結果か ら返答を生成 している.形 態素解析 を行 った結

果の名詞 に着 目し,対話DB内 にその名詞に対応す る発話文をランダムに応答す

る.し か し対話DB内 に名詞 が含まれていない場合は,事 前 に準備 してある定型

文 もしくはwikipediaか ら生成 した文章 を用いて返答する.

SτART

▽

音声認識

形態素解析

ワー ドリス ト作成

「はい」 「イイです

ね 」 「好き」 「そう

ですね」を含む No

認識 した文を検

索 してHIT

N'o

Yes

REIURN

その文の応答文

単語で検索 し

てHIT

;
,ノ

単語が取そ響で

きた

iN・

Ycs

RETURN
「そうですね 、私もそう思

います」

REIURN

質問 リス トよ り置1択

REτURN

その文の応答文

陽 その単語にWikipediGを 用

いたタグつけ

一,一,『

〉

RETURN
その 単語のタグ によ り応 答

生成

図7雑 談 シ ス テ ム の フ ロー チ ャ ー ト119】
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3.2対 話 内容 の更新

音声対話 ロボ ッ トの対話DB内 には各ユーザの雑談内容が毎 日保存 されてい

る.音 声対話 ロボ ッ トはユーザの発話 した雑談 内容を毎 日クラ ウ ド上 にア ップ

デー トし,サ ーバ側でチェ ックを行 う.そ の後,整 形 ・選択 され た文が クラ ウ

ド上の対話DBに 保存 され,毎 日各コ・一ザ側の対話DBが 自動的 に更新 されてい

く.更 新後,ユ ーザ 自身や他 のユーザに対す る音声対話 ロボ ッ トの返答 として

利用 している.図8に このシステム概要図 を示す.

クラウ ドサーバ

ホームサーバ

「雲多 唾警姦 対蕗OB

紅 自._一

!↑ ↓＼
に　 　 　

醒』曾1揮蹉 田

'「 範

;2e

他のユーザ

凸　「

鯉 胆 ・

図8シ ステム概要図
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2014年 の夏 季(2014年6月 ～2014年7月)実 験 にお い て,実 際 に音 声対 話 ロボ

ッ トの対話DB内 の文章 を 日々更新 した結 果 の累計 文数 を図9に 示す.
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図9対 話DB内 の文章数 の変移

この よ うに対話DB内 の 文 を クラ ウ ドサーバ 上 で更新 を行 うことで,音 声対 話

ロボ ッ トの発 話す る文 の レパー トリイが増 えて い く,ま た2014年 夏季 は被 験 者

数 が6名 だ った ので,2014年 冬季 の実 験 で は対 話DB内 の文 章数 は よ り多 くな

っ てい る.
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また音 声 対話 ロボ ッ トは 「事 前 に準備 して おい た定型 文 ・対話DB内 の文 ・

Wikipediaか ら生成 した文 」の3種 類発話 内容 で あ る.2014年 の夏季 実験 で対話

DBを 更 新す る こ とで,音 声 対話 ロボ ッ トの発話 内容 出現 率 の推移 を求 め た もの

を 図10に 示 す.
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0%
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ぐ　ね の せ い 　　　 　うゆ

7月

■定型文

■Wikipedia

■対 話DB

図10雑 談内容推移

図10よ り,図9の 結果 を踏 まえて も対話DB内 の文が増加す ると共 に,出 現

率 も増加 してい ることよ り,雑 談で同 じような応答を して しま う確率が減少 し,

会話のマ ンネ リ化が減 っていると考えられた.

この よ うに,図9・10の よ うな結 果 を得 る ことが で きた 図8に 示 した システ

ムを用 い て行 った雑 談 か らユ ー一ザ ご との プ ロファイル の獲 得 を 目指 してい く.
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4.高 齢者 と音声対話 ロボ ッ トの雑 談履歴 の

カテ ゴ リ付 け検証

本研 究の音声対話 ロボ ッ トは,雑 談をするためにその場 で獲得 した高齢者 の

雑談文にカテ ゴ リ付 けを行 っている.ユ ーザプ ロファイルに向け,こ の 自動的

なカテ ゴリ分 けが どの程度行えているのか確認 を行 った.表2に カテゴ リ付 け

方法 を示す.カ テ ゴ リ付 けは,被 験者の発話 ・その前の ロボ ッ トの発話 ・更に

前の被験者 の発話 の3箇 所 を見て行 う.音 声対話 ロボ ッ ト・学生共に作成 した

カテ ゴ リに属 さないものは作成 したもの とは別 に 「その他」 のカテ ゴ リを用意

し分類を行った.

表2カ テゴ リ付け方法

ロボ ッ ト発話内容 被験者発話内容 カテ ゴリ番号

宝 く じは 買 った こ とあ ります け ど、

当た った こ とが あ りませ ん。

宝 くじはそ うです よね一ないですね

だか ら最近会わせ る

5

昔は海外で暮 らしたい と思ってい

たんですけ ど、最近 はあま り思わな

いですね。

そ うですね テロと金 色んな事件が

起 きて 日本安全かな と思いますね

私 も恐れに行 きたいなあと思 った こ

とあ ります よ 英語 できた らいいな

って

5

何をす るにもお金がかか りますね。 金かか りますね え 習い事す るのに

胸下の痛みるんです けどね

19

今 日は習い事 の日だったので、色ん

な方と色んな話をしました。楽しかっ

たですよ。

そのですね 私も良行お話しますよねw

でさらにきましたね 甲子園飲みながら

ね】

10
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4.1音 声対 話 ロボ ッ トと人 のカテ ゴ リ付 け検 証

音声対話 ロボ ッ トの雑談履歴のカテ ゴリ付け検証に向け,ま ず被験者1名 に

対 して学生1名 でカテゴ リ付けを行 った.そ の結果 を表3に 示す.

表3学 生(1名)一 音 声対 話 ロボ ッ ト間 のカテ ゴ リ付 け一致 率

「その他」含む 「その他」含まない 雑談文総数(文)

被験者1 31.8% 53.3% 1277ら

被験者2 50.3% 64.7% 725

被験者3 39.9% 32.6% 1999

被験者4 56.0% 33.3% 125

被験者5 45.7% 37.4% 278

被験者6 45.7% 49.0% 1581

被験者7 36.5% 35.0% 2656

被験者8 39.3% 39.6% 698

被験者9 42.5% 38.4% 3355

被験者10 51.9% 49.6% 1033

表3の 結果 よ り,音声対話 ロボ ッ トと学生のカテゴ リ付 けの一致率は30～56%

であることがわかる.ま た,学 生が 「その他」に分類 した雑談文を除いた結果

の一致率 を確認 してみた ところ,表3よ り比較的 どの被験者 も一致率に さほ ど

変化が無い ことが分かった.し か し,被 験者1と4は 他 の被験者 に比べ20%近

くの差が出てい る事が分か る.被 験者1は 「その他」 を含まない方の一致率が

高 くなっている事 よ り,ロ ボッ ト・学生共に比較的作成 した18カ テゴ リに分類

できる内容であったことが考えられる.一 方で被験者4は 「その他」を含まな

い方の一致率が低 くなっていることよ り,被 験者1と は逆の18カ テゴ リに分類

しきれない 内容であった ことが考 えられ る.こ れ らより,被 験者 ごとにロボ ッ

トが被験者 の発話 した内容が聞 き取れているかが問題 として考えられた.

しか し学生1名 だけのカテゴ リ付け結果を見て しま うと偏 りも生 じて しま う

のではないか と考え られたため,被 験者1名 に対 して学生3名 でカテ ゴ リ付け

を行いその結果 とロボ ッ トの結果 を比較す ることにした.ま たカテ ゴリ付 けを

行 う学生はランダムで選択 したため,被 験者 ごとに対す る学生は全員異なる.

また学生 にカテ ゴ リ付けを行 う順番は指定 していない.学 生3名 のカテゴ リ付

けをまず 「全員一致 ・2人 一致 ・全員不一致」で分け,「 全員不一致」を除いた

結果 とロボ ッ トの結果を比較 している.学 生3人 のカテ ゴリ付 け結果 は表4に

示す よ うに,「全員一致」の場合はそのカテ ゴリを,「2人 一致」の場合は一致 し
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た 方の カテ ゴ リを使 用 した.ま た,こ の手法 で決 定 した 学生3人 の カ テ ゴ リと

ロボ ッ トのカ テ ゴ リ付 けの一致 率結 果 を表5に 示 す.

表4学 生のカテゴ リ付け決定方法

学生1 学生2 学生3 使用す るカテ ゴリ番号

9 9 9 9

19 10 10 10

10 18 10 10

2 9 19 X

表5学 生(3名)一 音声対話 ロボ ッ ト間のカテ ゴリ付 け一致率

「その他」含む 「その他」含 まない 雑談文総数(文)

被験者1 36.1% 64.9% ll84

被験者2 46.3% 68.7% 681

被験者3 52.3% 52.7% 1888

被験者4 56.6% 35.3% 122

被験者5 49.6% 40.5% 250

被験者6 43.3% 54.9% 1488

被験者7 43.6% 46.3% 2336

被験者8 44.7% 53.0% 623

被験者9 445% 40.8% 3246

被験者10 53.4% 53.7% 965

表4の 結果 より,音 声対話 ロボ ッ トと学生(3名)の カテ ゴ リ付 けの一致率 は35

～56%で あること,ま た学生が 「その他」に分類 した雑談文を除いた結果の一致

率は35～68%で あることが分かる.し か し被験者1と4だ けではな く被験者2

の 「その他」の有無に よる結果 も他の被験者に比べ20%近 くの差が出ている事

が分かる.こ の事か ら,複 数の学生で見 る事でよ り正確 な一致率 が求 め られ る

ことがまず考え られ る.ま た全体 を通 し,現 状の音声対話 ロボ ッ トが行 えるカ

テ ゴ リ付けは 「その他」を除いて平均51.1%あ るので,比 較的カテ ゴ リ付 けが行

えていると考え られ る.
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4.2人 同士 のカテ ゴ リ付 け結果比較

次に音声対話 ロボ ッ トが確実 にカテ ゴリ付けを行 うためには,ま ず人同士の

カテ ゴリ付 け結果 を比較す ることが必要であると考え られた.そ こで表4で 示

したカテ ゴ リ付けの決定方法を基に学生同士のカテゴ リ付 け結果の比較 を行 う.

その結果 を表6に 示す.

表6人 同士のカテ ゴリ付 け比較

全員一致 2人 一致 全員不一致

被験者1 48.6% 44.2% 7.2%

被験者2 48.3% 45.7% 6.0%

被験者3 42.7% 51.8% 5.5%

被験者4 66.4% 31.2% 24%

被験者5 35.6% 54.3% 10.1%

被験者6 44.3% 49.8% 5.9%

被験者7 29.9% 58.1% 12.0%

被験者8 41.7% 47.6% 10.7%

被験者9 57.8% 38.9% 3.3%

被験者10 37.2% 56.2% 6.6%

表6よ り,本 研究で使用 した 「全員一致 ・2人 一致」 の割合は全高齢者 を比

較 して も80%後 半は出ていることが分かった.し か し,そ の内訳 を確認す ると

「全員一致」の割合 が60%を 超 えている高齢者 もいれば,30%近 くしかない高

齢者 もいることが分か る.

この ように高齢者 ごとに一致率が異な り,差 がある事か ら,現 在使用 してい

る表1に 示 した18カ テ ゴ リの中で学生ごとに異なったカテ ゴリ付 けを行 ってい

るカテ ゴ リの確認 を行 う.そ して主な誤 ったカテゴ リ付けの組み合わせ を表7

に示す,
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表7主 に誤 ってつけるカテ ゴリの組み合わせ(例)

ロボッ ト発話内容 高齢者の発話内容 学生1 学生2 学生3

今 日はお弁 当です。 ダメだ作 ります] 10 10 18

魚 を捌 くの は 、難 しい

です ね。

さば けない です よ や

っぱ り

18 10 18

春が好 きです。桜が咲

いてきれいです よね。

そ うです ね一 桜 川 も

う綺 麗 です ね 佐 倉 の

ち ょっと残念 です け ど

も

9 2 2

新聞は大好きで毎 日全

部読んでます

そ うです か 一 偉 いで

すね マ ジます けど あ

ま り全 部 は 難 しい の

良い汗 と国政治経済 と

かは飲み ません

12 13 2

高齢者 って映画 の料金

がかな り安 いですね。

だか ら最近 よ く映画 見

に行 きます。

今料金な一制作 円でい

つ も1800円 です け ど

か な りを安 くなってい

ます]

12 13 9

「食 事(:10)一 料 理(:18)」 や 「環境(:2)一 外 出(:9)」の よ うな よ く見 られ る組み 合

わせ が 比較 的 多 く見 られ た.そ の一 方 で,表7の 下 に示す よ うな 「環 境(:2)一 仕

事(:12)一 メデ ィア(:13)」 や 「外 出(:9)一 仕 事(:12)一 メデ ィア(:13)」 の よ うな あ ま

り見 られ ない組 み合 わせ もあ るこ とが分 か った.

カテ ゴ リの付 け方 のみ 統一 し,そ の他 の判断 は各学 生 に任 せ て い るた め異 な

った結 果 が 出 て しま うこ とが分 か った.ま た これ は、1つ のカ テ ゴ リは複 数 の

様 々 な キー ワー ドか ら成 り立 って い るた め 、そ の特徴 とな るキー ワー ドを どの

カテ ゴ リ と判 断 す るか 人そ れぞ れ に よっ て異 な るた め に生 じた結 果 で あ る.こ

の結 果か ら,「 複数 のテ キ ス トで カテ ゴ リを表 現 す る こ とが重要 であ る」 と考 え

られ,こ の 問題 を解 決す るた め にカテ ゴ リご との特徴 キー ワー ドマ ップ の作成

を行 うこ とに しま した.
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5.ユ ー ザ プ ロ フ ァイル 獲 得 に 向 けた

特 徴 キー ワー ド

5.1ユ ー ザ プ ロ フ ア イ ル

長 期 間 の ロボ ッ トが ユ ーザ の話 して い るカテ ゴ リを認識 し,会 話 の流 れ を コ

ン トロール す るた めに複 数 の特徴 キー ワー ドか ら成 り立 って い る カテ ゴ リが必

要 で あ る.本 研 究 で は,図11に 示す よ うなユー ザ プ ロフ ァイル と して雑 談文 に

お け るカ テ ゴ リに よる プ ロフ ァイル とそのユ ー ザ プ ロフ ァイル に よ る各 ユ ー ザ

の特 徴 キー ワー ドの獲得 を行 う.

[好きな事】

運動 料理

[好きな事】

外出(散 歩),料 理

図11ユ ーザ プ ロフ ァイル のイ メー ジ図
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5.2カ テ ゴ リ ご との 特 徴 キ ー ワ ー ド

本研 究 の音 声 対 話 ロボ ッ トは雑 談文 を獲 得 した後,ユ ー ザ の発 話 に どのカ テ

ゴ リの単語 の 出現 率 が 高 いか を確 認 し,発 話 が どのカ テ ゴ リに属 す るか の分 類

してい る.そ のた め,カ テ ゴ リご との特徴 キー ワー ドを獲 得 す る こ とで よ り正

確 に獲 得 した雑 談 文 の カテ ゴ リ分類 が行 える よ うにな る と考 え る.そ こで,カ

テ ゴ リご との 特徴 キー ワー ドマ ップ を4,2節 と同様 に求 め る.図12に カテ ゴ リ

「外 出」 の結 果 を示す.
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図12「 外出」の対応分1斤結果

図12よ り,「 外 出」 の特徴 キー ワー ドと して 「散 歩 」 「病 院」 「鍾 乳洞 」 が あ

げ られ る.ま た3.2節 で学 生 がっ け た結 果 か ら 「環 境(:2)一 外 出(:9)」 が 間違 いや

す い組 み合 わ せ と して分 か った.そ こで 「環境 」 の特 徴 キー ワー ドマ ップ を作
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成 し,違 いが 見 られ るか検 証す る ことに した.図13に 「環境 」 の特 徴 キー ワー

ドマ ップ を示 す.
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図13「 環境」の対応分析結果

図13よ り,「 環境 」 の特 徴 キー ワー ドと して 「環境 」 「季 節 」 「台 風」 が あ げ

られ る.こ の事 か ら,「 外 出」の特徴 キー ワー ドと して 「散 歩 」「病院 」「鍾 乳洞 」

が 「環境 」 の特 徴 キー ワー ドと して 「環 境」 「季節 」 「台風 」 を新 た に獲得 す る

こ とで互 い を判 別 出来 る と考 え られ る.「 外 出」の特 徴 キー ワー ドと して獲得 で

きた 「病 院」 は 「健康 」 の特 徴 キー ワー ドとも考 え られ る.こ の こ とか らカテ

ゴ リご との新 た な特徴 キー ワー ドを獲得 す る際 に,す べ ての カ テ ゴ リにつ い て

特徴 キー ワー ドマ ップ を獲得 す る こ とで,よ り分か りや す くカテ ゴ リご との特

徴 キー ワー ドを判 断す る こ とが可能 にな る と考 え られ る.
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また,全 カテゴ リに属す る雑談分 を全て対応分析 にかけた結果 を図14に 示す.
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図14全 カテ ゴ リの対応 分析 結 果

図14よ り,「環 境 ・音 楽」のカ テ ゴ リが特 徴 カテ ゴ リ郡 と して獲 得 で き る.

そ こで,図15に 「環境 ・音楽 」 のカテ ゴ リに属 して い る雑 談 文 を除い た結果 を

示 す.
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図15対 応分析結果(全カテ ゴリー環境&音 楽)

1

図15よ り,図13と 同様 に 「仕 事 ・料 理 ・食事 」 のカ テ ゴ リが特徴 カテ ゴ

リ郡 と して獲 得 で き る.ま た,「 食事 ・料理 」 が他 のカ テ ゴ リか ら特 徴郡 として

離れ て も この2カ テ ゴ リ間で は離れ な い こ とか ら 「似 てい るカ テ ゴ リ」 で あ る

とい うこ とが 獲得 で きる.

この よ うに全18カ テ ゴ リ間 で対応分 析 を行 うこ とで,「 類 似 ・相違 」 とい っ

た カテ ゴ リ同 士 の関係 を獲 得 で き るこ とが分 か った.
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5.3ユ ー ザ プ ロ フ ァ イ ル 獲 得 に 向 け た 特 徴 キV-一・・一ワ ー ド

む

マ ツフ

ユー ザ プ ロファイル 獲 得 に向 けた特徴 キー ワー ドマ ップ を作成 す るた め に,

本研 究 で は,KHcoderの 対 応 分析 を用 いて解 析 を行 った.対 応 分 析 で は内容 が 近

い もの同 士が 近 くに集 ま り,内 容 が遠 い ものが離 れ て配 置 され る.ま た,原 点

か ら離 れ た もの が よ り特徴 的 な 内容が含 まれ てい る.そ の た め,こ の解 析 を行

うこ とで,原 点 か ら離 れ た もの が 「特徴 キー ワー ド」 と して考 え られ る.

本研 究 で は,雑 談 文内 に 出て くる名詞 を 「特徴 キー ワー ド」 と して定義 して

い る.そ こで,「 名詞 ・サ変 名詞 ・固 有名詞 ・組織 名 ・人名 ・地 名 」 の6種 類 を

用 い て行 い,最 小 出現 回 数 を5回 に指 定 し解析 を行 った.

実際 に獲 得 した結 果 と して,図16に 高齢者1,図17に 高 齢者6の 結 果 を示 す.
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図16高 齢 者1の 対 応 分 析 結 果

図16よ り,高 齢 者1の 特徴 キー ワー ドと して 「お話 ・近所 ・挨拶 」や 「病 気 」

が獲 得 で き る.こ れ に よ り高齢 者1は 「近 所付 き合 いが 好 き」 で 「健 康 に関す る

話 もす る」 人 で あ る と考 え られ る.

24



Φ

可

㎝

(*
寸
卜
."
)
"
象

鐸

0

一4 一2

謬
鷲

蕊

識
響

0

自分

貢 い物 ◎

掃除ゲーム。

2

戊分1274%】

図17高 齢者6の 対応分析結果

図17よ り,高 齢 者6の 特徴 キー ワー ドと して 「買い物 」,「掃 除」,「ゲー ム」

や 「ピア ノ」が 獲得 で きる.こ れ に よ り高齢 者6は 「買 い物や 掃 除 な ど 日常 生

活 に 関す る会 話 を よ くす る」 で 「ゲー ムや ピア ノな どの趣 味 が あ る」 人 で あ る

と考 え られ る.こ の よ うに ユー ザ ご と特 徴 キー ワー ドを獲得 す る こ とでユ ー ザ

プ ロフ ァイ ル が行 え る事 を獲得 した.
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また高齢者 に心理テス トを行い,「 外向性 ・情緒不安定性 ・開放性 ・誠実性 ・

調和性」の5点 か ら高齢者の特徴の獲得 を行った.高 齢者

示す.

表8心 理テス ト結果

・6の 結果 を表8に

外向性 情緒不安定性 開放性 誠実性 調和性

被験者1 54 45 47 45 46

被験者6 60 52 46 55 50

この結果 よ り,ど ちらの高齢者 も 「外向性」が高いこ とが分か る.よ って特

徴 キー ワー ドマ ップか ら獲得できた 「近所付き合いが好 き」や 「買い物や掃除

な ど日常生活に関す る会話 をよくする」 といった他者 との関わ りをよ く行 う人

物 であ るこ とが分か り,特 徴キー ワー ドマ ップか ら獲得できた特徴が有効で あ

ることが分かる.

以 上 の こ とよ り,対 応 分析 に よって特徴 キー ワー ドマ ップ を作成 す る こ とが,

ユ ー ザプ ロフ ァイル 獲得 に有 効 で ある こ とが獲得 で きた .
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6.お わ り に

本研究で は音声対話 ロボ ッ トを用いて高齢者 と特定のテーマ を定めた会話 で

はな く雑談 を行った.そ の結果,現 在 のカテ ゴリ付 けを検証す ることで,音 声

対話 ロボ ッ トのカテ ゴ リ付けが どの程度出来 てい るかの確認 を行 うことが出来

た.ま た,雑 談履歴か らユーザ毎 の趣味 ・趣 向な どの個人属性であ るユーザプ

ロファイル を獲得 できることを検証 し,特 徴 キー ワー ドマ ップを作成す ること

でユーザプ ロファイル に必要な特徴 キー ワー ドを確認す ることが可能 であるこ

とを獲得 した.
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